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令和元年 7月 15日発行（1）第85号

　
5
月
10
日
︵
金
︶、
東
市
民
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、
平
成
31
年
度
東

区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

を
開
催
し
、
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
等

2
6
6
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
今
年
度
よ
り
連
合
会

長
に
就
任
し
た
吉
田
利
治
会
長
よ
り

「
新
し
い
タ
イ
プ
の
ね
ん
り
ん
ク
ラ

ブ
を
目
指
し
た
い
。
町
内
会
、校
区
、

自
治
協
議
会
な
ど
と
も
関
係
を
強
め

吉田会長あいさつ

て
、
10
歳
若
返
っ
た
気
持
ち
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、来
賓
祝
辞
と
進
ん
だ
後
、

議
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
事
で
は

箱
崎
校
区
の
児
嶋
英
治
氏
が
議
長
に

選
出
さ
れ
、平
成
30
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
報
告
お
よ
び
監
査
報
告
、

平
成
31
年
度
事
業
計
画
︵
案
︶、
収

支
予
算
︵
案
︶
を
審
議
し
、
全
て
承

認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
吉
田
会
長
新
体
制
を
迎
え
る
今
年

度
、よ
り
一
層
会
員
増
強
や
「
健
康
」

「
友
愛
」「
奉
仕
」活
動
を
推
し
進
め
、

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
き
ま
す
。議事終了後、筑前琵琶日本旭

会大師範の石橋旭姫氏より筑前
琵琶についてご講演いただきま
した。

約 1,200 年の歴史を有する筑
前琵琶のあらましについてお話
され、演奏も行ってい
ただきました。筑前琵
琶の優雅な音色は会場
を魅了しました。

筑前琵琶日本旭会大師範
石橋　旭姫　氏

～博多発祥の伝統芸能～
「筑前琵琶物語」

【特別講演】

平成31年度 総会開催

会長等 266 名が出席しました

時
代
に
沿
っ
た

 

新
た
な
ク
ラ
ブ
へ

吉
田
利
治
氏
が
会
長
就
任

議長の児嶋氏

会員増強運動

1クラブ設立で
8年ぶりに会員増
　東区ねんりんクラブ連
合会では、平成 30 年度に
１クラブ増の 140 クラブ
となり、平成 22年度以来、
実に 8 年ぶりにクラブ数
が前年度を上回ることが
できました。今年度も新
たなクラブが設立される
予定です。
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❶
総
会
の
開
催

　

平
成
30
年
5
月
10
日
（
木
）、
東
市
民

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
2
0
9
名
出
席

（
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
・
女
性
部
長
）。

　

平
成
29
年
度
事
業
・
決
算
報
告
お
よ

び
平
成
30
年
度
事
業
計
画
・
予
算
等
を

決
定
し
た
。

❷
運
営
委
員
会

　

毎
月
1
回
の
定
例
会
と
し
て
、
委
員

30
名
（
校
区
連
合
会
長
25
名
、
女
性
部

代
表
4
名
、
そ
の
他
1
名
）
に
よ
り
年

12
回
開
催
し
、
会
の
運
営
と
事
業
推
進

を
協
議
し
た
。

❸
専
門
部
会

　

総
務
部
会
・
教
養
文
化
部
会
・
体
育

部
会
・
健
康
部
会
・
広
報
部
会
・
伝
承

社
会
奉
仕
部
会
・
女
性
部
会
は
、
そ
れ

ぞ
れ
担
当
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
、
必

要
に
応
じ
て
随
時
開
催
し
た
。

❹
女
性
部
会

　

校
区
女
性
部
長
（
25
名
）
等
の
連
絡

会
を
奇
数
月
中
心
に
年
6
回
開
催
し
、

女
性
部
活
動
の
推
進
な
ど
協
議
し
た
。

❶
新
任
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
お
よ
び

　
新
任
校
区
女
性
部
長
研
修
会

　

平
成
30
年
5
月
25
日
（
金
）、
東
市
民

セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室
に
て
27
名
出
席
。

◎
東
区
ね
ん
り
ん
ク
連　
　

　

事
務
局　
　

鶴
田　

義
武

◎
名
島
校
区
連
合
会　
　

　

会
長　
　

寺
師　

幹
男　

◎
青
葉
校
区
連
合
会　

　

女
性
部
長　
　

小
野　

幸
子

　
　
　
　
　
　
　

以
上
3
名
が
講
義

1
会
の
運
営

2
指
導
者
の
資
質
の
向
上

 

な
ら
び
に
育
成
事
業

 

平
成
30
年
度 

事
業
報
告

4
健
康
を
進
め
る
運
動
の
推
進

❷
東
区
男
女
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

平
成
30
年
9
月
6
日
（
木
）、
東
市
民

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
単
位
ク
ラ
ブ
会

長
、女
性
部
長
な
ど
3
9
6
名
が
参
加
。

「
音
楽
で
輝
く
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
」
と
題

し
た
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

❸
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

平
成
30
年
12
月
4
日（
火
）、5
日（
水
）

に
沖
縄
県
宜
野
湾
市
に
て
稲
吉
、
八
尋

副
会
長
が
参
加
。
内
容
は
基
調
講
演
、

研
究
部
会
な
ど
。

❹
福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ

 
女
性
部
会
研
修
会

　

平
成
30
年
12
月
12
日
（
水
）、
市
民
福

祉
プ
ラ
ザ
に
て
女
性
部
か
ら
39
名
出
席
。

❺
福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ

 

リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

　

平
成
31
年
1
月
23
日
（
水
）、
市
民
福

祉
プ
ラ
ザ
に
て
9
名
出
席
。

3
社
会
参
加
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

 

活
動
の
促
進

❶
友
愛
訪
問
事
業

　

平
成
30
年
度
は
、
1
3
2
班
が
結
成

さ
れ
、
一
人
暮
ら
し
、
寝
た
き
り
、
夫

婦
暮
ら
し
等
の
家
庭
を
訪
問
し
、
友
愛

訪
問
活
動
を
展
開
し
た
。

　

さ
ら
に
、
事
業
の
趣
旨
徹
底
を
は
か

る
た
め
説
明
会
を
行
っ
た
。

◆
友
愛
訪
問
説
明
会

　

平
成
31
年
3
月
6
日
（
水
）、
東
市
民

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
出
席
者
2
5
5

名
。
香
椎
校
区
鎧
坂
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会

長
平
川
富
一
郎
氏
、
千
早
校
区
香
椎
団

地
ひ
ま
わ
り
松
原
敏
江
氏
が
事
例
発
表
。

29
年
度
30
年
度

ク
ラ
ブ
数

1
3
9

１
4
0

設
置
数

1
3
3

１
3
2

設
置
率︵
％
︶
95
・
7

94
・
3

❶
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
事
業

　
お
よ
び
参
加

◆
第
9
回
東
区
高
齢
者

　
　

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

　

平
成
30
年
8
月
28
日
（
火
）、
東
体
育

館
競
技
場
に
て
、
1
0
8
名
出
場
。

◆
第
26
回
東
区
高
齢
者

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

平
成
30
年
10
月
11
日
（
木
）、
雁
の
巣

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
個
人
戦
2
7
5
名

参
加
。

◆
第
40
回
福
岡
市
高
齢
者

　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

平
成
30
年
10
月
17
日
（
水
）、
博
多
区

山
王
公
園
に
て
開
催
。
東
区
ね
ん
り
ん

ク
連
か
ら
出
場
な
し
。

◆
第
17
回
福
岡
市
高
齢
者

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

平
成
30
年
10
月
30
日
（
火
）、
舞
鶴
公

園
球
技
場
・
野
球
場
に
て
、
東
区
ね
ん

り
ん
ク
連
よ
り
60
名
出
場
。

◆
第
13
回
東
区
高
齢
者

　
　

健
康
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

平
成
30
年
11
月
26
日
（
月
）、
東
体
育

館
競
技
場
に
て
、
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
を

行
い
、
1
3
2
名
参
加
。

◆
東
区
高
齢
者
健
康
教
室　

　

平
成
31
年
2
月
12
日
（
火
）、
東
市
民

セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
て
、
70
名
出
席
。

◆
第
8
回
福
岡
市

　
　

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

　

平
成
31
年
2
月
1
日
（
金
）、
福
岡
市

民
体
育
館
に
て
、
東
区
ね
ん
り
ん
ク
連

よ
り
25
名
出
場
。

5
そ
の
他
の
活
動

❶
文
化
活
動
の
充
実

◆
第
43
回
東
区
高
齢
者

　
　

囲
碁
・
将
棋
大
会

　

平
成
30
年
6
月
27
日
（
水
）、
東
市

民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
て
、 

囲
碁
50
名
、

将
棋
17
名
参
加
。

◆
友
愛
訪
問
班
設
置
状
況

❷
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問
活
動

・
平
成
30
年
7
月
29
日
（
日
）

　

訪
問
先　

グ
ッ
ト
タ
イ
ム
ホ
ー
ム
Ⅰ

　
　

 

（
有
料
老
人
ホ
ー
ム　

介
護
付
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体　
　
　

　

千
早
校
区　

リ
リ
ッ
ク

 

（
演
奏
・
歌
を
披
露
）

・
平
成
30
年
10
月
15
日
（
月
）

　

訪
問
先　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
照
葉

（
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
施
設
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体　
　
　

　

照
葉
校
区　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

　
　
　

 

（
模
擬
運
動
会
）

・
平
成
30
年
11
月
30
日
（
金
）

　

訪
問
先　

い
き
い
き
箱
崎

　
　
　

 

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体　
　
　

　

馬
出
校
区　

虹
の
会

 

（
演
奏
、
踊
り
、
歌
を
披
露
）

・
平
成
31
年
2
月
15
日
（
金
）

　

訪
問
先　

い
き
い
き
八
田

　
　
　
　
　

 

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　

馬
出
校
区　

虹
の
会

 

（
演
奏
、
踊
り
、
歌
を
披
露
）

❸
社
会
奉
仕
の
日

　

全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日

　

平
成
30
年
9
月
20
日
（
木
）

　

1
4
0
単
位
ク
ラ
ブ
の
う
ち
、
社
会

奉
仕
の
日
を
中
心
に
次
の
と
お
り
参
加

し
た
。

・
美
化
活
動

　

99
ク
ラ
ブ
、
会
員
延
べ
1
9
5
2
名 

・
美
化
活
動
と
環
境
に
や
さ
し
い
活
動

を
同
時
に
実
施

　

39
ク
ラ
ブ
、
会
員
延
べ
7
7
4
名



（3）第85号 令和元年 7月 15日発行

月 事　業　名 期　日 会　場 対　象　者

5
区　総会 10日（金）東市民センター 単位クラブ会長・女性部長
市　総会 23日（木）福岡市民会館 単位クラブ会長・校区女性部長
区　新任会長等研修会 28日（火）東市民センター 新任会長・校区女性部長

7

区　高齢者囲碁・将棋大会 3日（水）東市民センター 区高齢者

九州ブロックリーダー研修会 4日（木）
5日（金）北九州市 区会長・副会長

区　ねんりんクラブだより 15日発行 会員他
区　高齢者演芸大会 24日（水）東市民センター 区高齢者
市　高齢者囲碁・将棋大会 25日（木）市民福祉プラザ 区大会入賞者

8 区　ソフトダーツ大会 28日（水）東体育館 区高齢者

9

市　高齢者保健福祉大会 4日（水）福岡市民会館 市高齢者
区　男女リーダー研修会 6日（金）東市民センター 単位クラブ役員等
市　健康づくりリーダー研修会 10日（火）市民福祉プラザ 校区役員等
全国一斉社会奉仕の日 20日（金）各校区内 会員

10

市　高齢者ゲートボール大会 3日（木）博多区山王公園 市高齢者

区　高齢者グラウンド・ゴルフ大会 10日（木）雁の巣レクリエーションセンター 区高齢者

市　高齢者美術展 15日（火）～
20日（日）　 福岡市美術館 市高齢者

市　高齢者グラウンド・ゴルフ大会 30日（水）舞鶴公園 区大会入賞者

11
区　高齢者健康スポーツ大会 22日（金）東体育館 区高齢者
全国老人クラブ大会 26日（火）

27日（水）さいたま市 区会長他
12 区　高齢者カラオケ大会 19日（木）東市民センター 区高齢者

1
区　ねんりんクラブだより 1日発行 会員他
市　老人クラブリーダー
　　養成研修会 23日（木）市民福祉プラザ 会員

2 市　ソフトダーツ大会 4日（火）市民体育館 区代表
区　高齢者健康教室 5日（水）東市民センター 区高齢者

3 区　友愛訪問説明会 10日（火）東市民センター 班長・単位クラブ会長他
運営委員会 月1回 東区役所他 校区会長および女性部代表
女性部長連絡会 奇数月 東区役所他 校区女性部長等
専門部会 随　時 東区役所他 運営委員

平成 31年度 月間事業計画

※会場等の都合により、期日、会場等が変更になる場合があります。

平成 31年度 各専門部長・副部長

部名 正副部長

総務部
（4 名）

部　長 吉田　利治 美和台

副部長 稲吉　豊秋 千　早

教養部
（7 名）

部　長 吉原　健二 香椎東

副部長 藤原　俊廣 香椎下原

体育部
（6 名）

部　長 近本　明雄 多々良

副部長 中村　健次 香椎浜

部名 正副部長

健康部
（6 名）

部　長 安部　五男 香　陵

副部長 生島　年郎 城　浜

広報部
（5 名）

部　長 原田　節子 東箱崎

副部長 寺師　幹男 名　島

部名 正副部長

奉仕部
（4 名）

部　長 本田　　収 照　葉

副部長 山田　　勝 馬　出

女性部
（4 名）

部　長 岩崎八重子 和白東

副部長 大坪美智子 東箱崎

◆
東
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
だ
よ
り
発
行

83
号　

7
3
0
0
部　

　

平
成
30
年
7
月
15
日
発
行

84
号　

7
3
0
0
部

　

平
成
31
年
1
月
1
日
発
行

編
集
・
印
刷　

株
式
会
社
ニ
チ
コ
ミ

◆
第
44
回
東
区
高
齢
者
演
芸
大
会

　

平
成
30
年
7
月
20
日
（
金
）、
東
市

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、
15
組
・

1
5
2
名
が
出
演
。

◆
第
47
回
福
岡
市
高
齢
者

　
　

囲
碁
・
将
棋
大
会

　

平
成
30
年
7
月
26
日
（
木
）、
市
民
福

祉
プ
ラ
ザ
会
議
室
に
て
、
東
区
ね
ん
り

ん
ク
連
よ
り
囲
碁
5
名
・
将
棋
6
名
参

加
。

◆
第
56
回
福
岡
市
高
齢
者
保
健
福
祉
大
会

　

平
成
30
年
9
月
3
日
（
月
）、
福
岡
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、
東
区
ね
ん
り

ん
ク
連
よ
り
4
団
体
出
演
。

◆
第
48
回
福
岡
市
高
齢
者
美
術
展

　
　

平
成
30
年
10
月
11
日
（
木
）
〜
10

月
16
日
（
火
）、
福
岡
市
ア
ジ
ア
美
術
館

に
て
、
東
区
ね
ん
り
ん
ク
連
よ
り
15
点

出
品
（
洋
画
6
点
・
日
本
画
2
点
・
書

3
点
・
写
真
3
点
・
工
芸
1
点
）。

◆
第
11
回
東
区
高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　

平
成
30
年
12
月
20
日
（
木
）、
東
市
民

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、
35
名
出
演
。

演芸大会

今年度も各行事
に参加、協力をお
願いいたします

グラウンド・ゴルフ大会
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2
月
12
日
︵
火
︶、
東
市
民
セ

ン
タ
ー
に
て
東
区
高
齢
者
健
康
教

室
を
開
催
し
、
70
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
過
ご
す
た

め
に
は
、
日
頃
か
ら
介
護
予
防
の

運
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で

す
。
福
岡
市
で
は
足
元
気
体
操
や

祝
い
め
で
た
体
操
、
黒
田
節
体
操

な
ど
6
つ
の
体
操
を
「
よ
か
ト

レ
」
と
名
付
け
て
推
奨
し
て
い
ま

す
が
、今
回
は
音
楽
に
合
わ
せ
て
、

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
体
操
を
行
い
ま
し

た
。

　
は
じ
め
に
「
よ
か
ト
レ
を
体
験

し
よ
う
！ 

～
仲
間
と
取
り
組
む

健
康
づ
く
り
～
」
と
題
し
た
講
話

を
、
東
区
役
所
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
地
域
保
健
福
祉
課
職
員
の
方

に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続

い
て
背
筋
や
足
、
胸
の
筋
肉
な
ど

を
の
ば
す
ス
ト
レ
ッ
チ
や
こ
と
わ

ざ
を
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
の
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
等
を
、
音
楽
に
合
わ
せ
て

楽
し
く
行
い
ま
し
た
。

　
ど
れ
も
座
り
な
が
ら
行
え
る
の

で
、
気
軽
に
で
き
ま
す
。
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
、
今
回
学
ん
だ
ス
ト

レ
ッ
チ
を
ぜ
ひ
日
常
生
活
で
実
践

し
ま
し
ょ
う 

。

区役所地域保健福祉課よ
りご指導いただきました

頭
を
フ
ル
活
用
し 

目
指
せ
高
得
点

　
11
月
26
日
︵
月
︶、
東
体
育
館
に

て
東
区
高
齢
者
健
康
ス
ポ
ー
ツ
大

会
を
開
催
し
、
1
3
2
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
会
長
や
来
賓
の
方
よ

り
「
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
は
あ
ら
ゆ

る
世
代
が
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
皆
さ
ん
、
今
日
は

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た

激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
開
会
式
の
後
は
い
よ
い
よ
競
技

開
始
！ 

今
回
は
1
ゲ
ー
ム
に
つ
き

3
回
投
げ
ま
し
た
。
3
回
と
も
バ

ウ
ン
ド
し
て
ラ
ダ
ー
に
引
っ
か
か

れ
ば
満
点
の
15
点
。
う
ま
く
バ
ウ

ン
ド
さ
せ
て
引
っ
か
け
な
い
と
い

け
な
い
た
め
、
皆
さ
ん
頭
を
良
く

東
区
高
齢
者
健
康
ス
ポ
ー
ツ
大
会

順　位 名　前 校　区

優　勝 永渕　松子 東箱崎

準優勝 荒木　正也 和白東

第３位 松葉　正利 香椎東

第４位 石川　廣昭 青　葉

第５位 宮島　康江 香　椎

【大会結果】 使
い
、
結
果
に
一
喜
一
憂
し
な
が

ら
元
気
良
く
ボ
ー
ル
を
投
げ
ま
し

た
。
中
に
は
3
回
と
も
バ
ウ
ン
ド

し
て
引
っ
か
か
り
、
見
事
満
点
と

な
っ
た
方
も
い
ま
し
た
。

　
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
は
手
軽
で
す

が
時
間
を
忘
れ
て
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

添田茂子さん（90）
香椎浜

荒木正也さん（87）
和白東

最高齢競技者賞

（敬称略）

東区高齢者健康教室

リズムに合わせて
「よかトレ体操」

よかトレにチャレンジ！
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新
任
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
・
新
任
校
区
女
性
部
長
研
修
会

激
励
の
言
葉 

新
し
い
リ
ー
ダ
ー
へ

　

5
月
28
日
︵
火
︶、
東
市
民
セ

ン
タ
ー
に
て
新
任
単
位
ク
ラ
ブ

会
長
・
新
任
校
区
女
性
部
長
研

修
会
を
開
催
し
、
33
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
会
長
と
し
て
の
基

本
的
な
業
務
や
、
東
区
ね
ん
り

ん
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
内
容

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
ま
ず
美
和
台
校
区
鶴

寿
会
会
長
の
吉
田
利
治
氏
よ
り

「
1
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
」
と
題

し
た
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
校
区
自
治
協
議
会
や

町
内
会
と
の
連
携
が
大
切
で
あ

る
こ
と
や
、
魅
力
あ
る
事
業
を

研修会の様子

行
う
た
め
に
は
ま
ず
会
長
自
身

が
楽
し
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る

こ
と
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
東
箱
崎
校
区
女
性
部

長
の
大
坪
美
智
子
氏
よ
り
「
女

性
部
長
に
な
っ
て
」
と
題
し
た

講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
女
性
部
長
の
業
務
に
つ
い

て
「
大
変
だ
け
れ
ど
も
、
み
ん
な

が
助
け
て
く
れ
、
ま
た
い
ろ
い

ろ
な
人
と
知
り
合
え
て
楽
し
い
」

と
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
２
人
が
行
っ
た
講
義
は
、
こ
れ

か
ら
単
位
ク
ラ
ブ
を
引
っ
張
っ

て
い
く
新
任
会
長
・
女
性
部
長

の
皆
さ
ん
へ
の
力
強
い
ア
ド
バ

イ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
健
康
寿
命
を
延
ば

そ
う
！ 

～
簡
単
に
で
き
る
健
康

体
操
～
」
と
題
し
た
教
養
講
座

を
設
け
ま
し
た
。
済
生
会
福
岡

総
合
病
院
の
方
を
講
師
に
迎
え
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
行
え
る
健

康
体
操
に
つ
い
て
、
実
際
に
体

を
動
か
し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　

3
月
6
日
︵
水
︶、
東
市
民
セ

ン
タ
ー
に
て
友
愛
訪
問
事
業
等

説
明
会
を
行
い
、
2
5
5
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

1
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
へ

訪
問
を
行
う
友
愛
訪
問
活
動
は
、

地
域
の
高
齢
者
の
安
否
確
認
や

孤
独
感
の
解
消
を
通
し
て
、
地
域

社
会
へ
の
参
加
を
促
進
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
地
域

福
祉
を
支
え
る
大
き
な
柱
の
1

つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

は
じ
め
に
、

鎧
坂
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
︵
香
椎
校

区
︶
の
平
川
富

一
郎
氏
と
香
椎

団
地
ひ
ま
わ

り︵
千
早
校
区
︶

の
松
原
敏
江
氏

が
、
各
ク
ラ
ブ

で
取
り
組
ん
で

い
る
友
愛
訪
問

活
動
に
つ
い
て

体
験
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
他
ク
ラ
ブ
が

ど
の
よ
う
に
友
愛
訪
問
活
動
を

行
っ
て
い
る
の
か
、
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
聴
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
東
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ

ブ
連
合
会
事
務
局
の
鶴
田
氏
よ

り
、
友
愛
訪
問
事
業
の
実
施
に
つ

い
て
の
説
明
や
、東
区
役
所
福
祉・

介
護
保
険
課
高
齢
者
福
祉
係
の
職

員
の
方
よ
り
補
助
金
の
申
請
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
途
中
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操

を
挟
ん
だ
後
で
、
お
お
い
た
観
光

大
使
の
矢
野
大
和
氏
よ
り
「
笑
っ

て
元
気
！ 

～
必
要
と
さ
れ
る
喜

び
～
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
10
年
間
、
毎
年

4
0
0
回
以
上
の
講
演
を
さ
れ

る
と
い
う
矢
野
氏
の
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
お
話
を
聴
き
、
会
場
は

笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

友愛訪問事業等説明会

「声かけ」で地域に安心を

香椎団地ひまわり
松原　敏江　氏

鎧坂シニアクラブ
平川　富一郎　氏
鎧坂シニアクラブ

体験発表

講師
矢野大和氏



（6）第85号令和元年 7月 15日発行

一
人
ひ
と
り
が花を

咲
か
せ
よ
う

舞
松
原
校
区
　
神
ノ
木
わ
か
く
さ
会
　
河
村
　
冨
美
子

　
「
5
・
4
・
3
・
2
・
1
」、
4

月
30
日
深
夜
、
ま
る
で
大
み
そ
か

の
よ
う
に
テ
レ
ビ
か
ら
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

令
和
元
年
の
幕
開
け
で
あ
る
。

　
5
月
1
日
、
第
三
代
目
「
象
徴

天
皇
」
の
即
位
が
行
わ
れ
、
新
天

皇
が
誕
生
し
た
。「
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
祝
い
の
歓
声

が
上
が
る
。
各
地
の
病
院
で
は
、

新
時
代
の
始
ま
り
と
と
も
に
生
ま

れ
た
「
令
和
ベ
ビ
ー
」
た
ち
が

次
々
と
産
声
を
あ
げ
た
。
ま
た
婚

姻
届
け
を
出
す
カ
ッ
プ
ル
も
相
次

い
だ
。
仙
台
市
で
は
5
2
0
組

が
提
出
さ
れ
た
と
か
。
と
に
も
か

く
に
も
日
本
は
平
和
で
あ
る
。

　
こ
の
記
念
す
べ
き
令
和
元
年
5

月
1
日
、
神
ノ
木
わ
か
く
さ
会
で

は
松
崎
中
央
公
園
を
清
掃
し
た
。

即
位
を
祝
う
か
の
よ
う
に
、
つ
つ

じ
の
花
が
満
開
。
赤
白
、
赤
紫
の

花
々
が
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
る
。

私
は
花
々
に
「
こ
ん
に
ち
は
、
こ

ん
に
ち
は
」
と
声
を
か
け
る
。
歴

史
の
一
頁
を
飾
る
日
に
、
公
園
清

掃
の
奉
仕
活
動
を
し
た
こ
と
は
忘

れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
5
月
2
日
、
我
が
家
に
1
枚
の

ハ
ガ
キ
が
届
い
た
。
東
京
の
娘
一

家
か
ら
「
平
成
最
後
の
日
に
、
感

謝
を
込
め
て
、
い
つ
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
「
記
念
印
最

後
尾
で
す
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を

持
っ
た
絵
入
り
の
記
念
ハ
ガ
キ

で
、
切
手
も
同
じ
も
の
だ
っ
た
。

思
い
出
に
な
れ
ば
と
の
、
娘
一
家

の
気
く
ば
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
「
令
和
」
の
元
号
に
つ
い
て
、

安
倍
首
相
は
「
一
人
ひ
と
り
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
花
を
大
き
く
咲
か
せ

る
こ
と
が
で
き
る
国
で
あ
り
た
い

と
の
願
い
を
込
め
た
」
と
説
明
し

て
い
る
。

　
上
皇
が
天
皇
で
あ
っ
た
平
成
時

代
は
戦
争
の
な
い
時
代
だ
っ
た
。

新
天
皇
は
、
前
の
天
皇
に
な
ら
い

「
常
に
国
民
を
思
い
、
国
民
に
寄

り
添
い
な
が
ら
…
︵
中
略
︶
…
国

民 

の
幸
せ
と
国
の
一
層
の
発
展
、

そ
し
て
世
界
の
平
和
を
切
に
希
望

い
た
し
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

令
和
の
時
代
、
私
自
身
が
平
和
を

願
い
平
和
の
花
を
咲
か
せ
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

3 は行 から始まる名前の魚を8つ思い出してください

❶ 4 ◯ 3＝ 12
❷ 45 ◯ 5＝ 9
❸ 4 ◯ 1◯ 5＝ 10
❹ 8 ◯ 2◯ 3＝ 48
❺ 9 ◯ 3◯ 6＝ 12

思い出しゲーム
　何かを思い出すということは、脳に眠っている記憶を呼び覚
ます優れた脳トレです。普段の生活の中で思い出すトレーニン
グはいろんな形で実践できます。

虫食い計算
　問題から消えた計算記号（+、－、×、÷）を推測して、
計算式が成立するように空欄に計算記号を入れて答えを導
く脳トレです。

Q思い出してください
1 3文字 の野菜を5つ思い出してください

2 ンで終わる 野菜の名前を4つ思い出してください

　年齢とともに脳の様々な機能は衰え
ていきます。いつまでも元気な頭脳を
保つためにも『脳トレ』をはじめましょ
う！

問
題
に
挑
戦
し
て

脳
を
さ
ら
に
活
性
化
!!

脳 い
楽しく・気軽に脳トレしよう！

いき き 正解は
8ページ
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「
平
成
」
か

ら
「
令
和
」

へ
突
入
し
、

「
昭
和
は
遠
く

な
り
に
け
り
」

の
感
が
強
く

な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
間
も

な
い
昭
和
21

年
夏
の
こ

と
、
我
が
家

と
両
隣
の
3

軒
に
接
す

る
大
き
な
屋
敷
に
住
ん
で
い
た

「
炭
鉱
主
」
が
、
境
界
の
生
垣
を

取
っ
払
っ
て
「
レ
ン
ガ
塀
」
を

作
り
始
め
ま
し
た
。
工
事
が
進

み
、
我
が
家
の
横
ま
で
迫
っ
て

き
た
あ
る
日
、
縁
側
で
兄
と
二

人
、
作
業
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

作
業
を
し
て
い
る
の
は
「
左
官

の
親
子
」
で
し
た
。
30
な
か
ば

の
息
子
が
、
姿
に
似
合
わ
ぬ
カ

ン
高
い
声
を
だ
し
て
、
使
用
人

の
女
性
に
仕
事
を
指
示
し
、
自

ら
も
せ
か
せ
か
と
働
い
て
い
ま

し
た
。
一
方
親
父
さ
ん
は
、
仕

事
の
一
切
を
息
子
に
任
せ
て
い

る
の
か
、
の
ん
び
り
と
、
時
折
、

タ
バ
コ
を
ふ
か
し
て
い
ま
し
た
。

セ
メ
ン
ト
の
準
備
が
で
き
た
と

こ
ろ
で
、
息
子
は
レ
ン
ガ
塀
を

作
り
始
め
ま
し
た
。
親
父
さ
ん

も
、
息
子
と
や
や
間
隔
を
置
い

て
、
同
じ
作
業
を
始
め
ま
し
た
。

息
子
は
と
に
か
く
早
い
動
き
で

作
業
を
進
め
、
神
経
質
な
の
か
、

時
折
、
口
早
に
女
性
に
何
か
指

示
し
ま
す
。
一
方
、
親
父
さ
ん

は
、
急
ぐ
こ
と
も
な
く
ゆ
っ
た

り
と
作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

対
照
的
な
二
人
の
動
作
に
興
味

を
持
っ
た
わ
れ
わ
れ
兄
弟
は
、

二
人
の
作
業
の
差
が
ど
れ
く
ら

い
か
を
調
べ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
ひ
と
り
が
息
子
の
速
度
を
、

ひ
と
り
が
親
父
さ
ん
の
速
度
を
、

塀
に
な
っ
て
い
く
レ
ン
ガ
の
数

で
判
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

兄
が
「
1
、
2
、
3
…
」、
私
が

「
1
、
2
、
3
…
」
と
レ
ン
ガ
が

積
み
上
が
る
ご
と
に
声
に
出
し

て
数
え
ま
し
た
。
や
が
て
「
11
、

12
、
13
…
」
一
方
が
「
12
、
13
、

14
…
」
と
差
が
出
は
じ
め
る
と
、

二
人
の
声
は
大
き
く
な
り
ま
し

た
。
両
者
の
差
が
大
き
く
開
い

た
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
、
カ
ウ

ン
ト
を
止
め
、
顔
を
見
合
わ
せ

て
笑
い
ま
し
た
。「
勝
負
あ
り
」。

親
子
の
競
争
は
予
想
外
の
結
果

に
終
わ
っ
た
の
で
す
。
せ
か
せ

か
と
働
く
息
子
よ
り
、
ゆ
っ
た

り
と
見
え
た
親
父
さ
ん
の
速
度

が
ず
っ
と
速
か
っ
た
の
で
す
。

息
子
は
所
定
の
作
業
を
や
る
の

に
手
数
を
多
く
必
要
と
し
、
動

き
は
速
い
が
、
出
来
高
は
伸
び

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
一

方
、
親
父
さ
ん
は
熟
練
の
賜
物
、

無
駄
が
な
い
正
確
な
作
業
が
手

数
を
少
な
く
し
、
結
果
と
し
て

ス
ピ
ー
ド
を
生
み
出
し
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。
作
業
を
終
え
た

親
父
さ
ん
の
赤
銅
色
の
横
顔
に

は
、
長
年
の
苦
労
が
深
い
し
わ

と
な
り
、
折
か
ら
西
日
が
後
光

の
よ
う
に
照
ら
し
ま
し
た
。
16

歳
と
19
歳
の
兄
弟
は
「
物
事
を

『
ち
ょ
っ
と
見
』
で
判
断
す
る
こ

と
の
危
険
」
を
悟
り
、
や
が
て

社
会
に
出
た
と
き
、
こ
れ
を
「
教

訓
」
と
し
て
物
事
を
見
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
89
歳
と
92
歳

に
な
っ
た
現
在
で
も
「
あ
の
時

の
左
官
の
親
子
」
で
、
二
人
に

は
話
が
通
じ
ま
す
。
一
般
的
に

も
通
じ
る
こ
の
教
訓
、
新
し
い

「
令
和
」
の
世
で
も
通
じ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
後
の
左
官
の
親
子
が
ど

う
な
っ
た
か
知
る
由
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
戦
後
の
復
興
工
事
は

忙
し
く
手
広
く
「
工
務
店
」
を

開
く
な
ど
景
気
が
よ
く
な
っ
て

子
孫
へ
と
引
き
継
い
だ
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
思
い
出
さ

れ
る
昭
和
の
一
出
来
事
で
し
た
。

左官から得た教訓
舞松原校区　あかつき会
� 田尻　和馬

　左
さ か ん

官とは壁塗り職人を指します。左官という名前の由来について、古
く律令制においては、官庁は「長

か み

官」「次
す け

官」「尉
じょう

」「主
さ か ん

典」の四等官で
構成されており、役所によってそれぞれ当てる漢字は異なっていました。
　宮中の建物を建てたり修理したりする役目の木工寮第四官を「木

もくのさかん
工属」

といい、その木工属に民間の壁塗り職人を任命して宮中に出入りさせた
ところから、壁塗り職人を「さかん」と呼ぶようになりました。

【左官の名前の由来】

　４月 9 日は「左官の日」です。なぜ 4 月 9 日が「左
官の日」なのかというと、四（し）九（く）で「しっく
い（漆喰）」という語呂合わせが由来となっているか
らです。なお、漆喰とは日本古来の塗り壁の素材で、
消石灰に繊維質のわらや麻糸などと糊を加え、水で
混ぜたものです。

【4月9日は左官の日】

【雑学コーナー】 左官の由来について
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︻
ボ
ケ
な
い
五
ヵ
条
︼

一
、
仲
間
が
居
て

気
持
ち
の
若
い
人

二
、人
の
世
話
を
よ
く
し

感
謝
の
で
き
る
人

三
、も
の
を
よ
く
読
み

よ
く
書
く
人

四
、よ
く
笑
い

感
動
を
忘
れ
な
い
人

五
、趣
味
を
楽
し
み

旅
の
好
き
な
人

いきいき
解答
（6P）

脳
「思い出しゲーム」答え
❶ レタス・パセリ・オクラ・
トマト・ゴボウ・ワサビ・
ミズナ・スイカ　他

❷ レンコン・ダイコン・
クレソン・ピーマン・ト
ウガン・ニンジン　他

❸ ハゼ・ハマチ・ハイ
ギョ・ハタ・ハモ・ハリ
センボン・ヒメ・ヒメダイ・
ヒラメ・フグ・フナ・ブラッ
クバス・ブリ　他

「虫食い計算」答え
❶×　❷÷　❸＋、＋　
❹×、×　❺－、＋

第25回

城
浜
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

会
長
　
生
島
　
年
郎

城
浜
校
区
の
歴
史

団地の建設とともに歩んだ 40年間

　
城
浜
校
区
は
、
名
島
地
区
で
有
名
な
名

島
神
社
の
あ
る
北
側
で
、
博
多
湾
の
埋
め

立
て
地
に
1
9
6
9
年
度
頃
か
ら
4
年

か
け
て
建
設
さ
れ
た
、
集
合
団
地
で
す
。

　
城
浜
団
地
と
名
付
け
ら
れ
て
、
県
営
団

地
と
市
営
団
地
の
共
同
住
宅
78
棟
が
立
ち

並
び
、
一
戸
建
て
は
30
～
40
世
帯
で
、
市

内
の
団
地
で
最
も
共
同
住
宅
の
割
合
が
高

く
、
現
在
は
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　
設
立
当
時
は
近
代
的
建
設
で
、
居
住
者

の
家
族
は
「
団
地
族
」
と
呼
ば
れ
、
騒
が

れ
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
2
0
0
0
世
帯
の
3
0
0
0

名
が
暮
ら
し
て
お
り
、
後
期
高
齢
者
の
割

合
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す 

が
、
老
人
ク
ラ

ブ
数
は
10
単
位
ク
ラ
ブ
で
存
続
し
て
い
ま

す
。

　
最
近
は
、
新
築
お
よ
び
建
て
直
し
工
事

が
本
格
化
し
て
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
周
辺
の
環
境
は
良
く
て
、
公
民
館
前
に

は
運
動
公
園
も
あ
り
、
他
に
、
埋
め
立
て

地
に
海
岸
側
に
造
ら
れ
た
、
百
年
公
園
と

呼
ば
れ
る
大
き
な
公
園
も
あ
り
ま
す
。

城浜団地の全景

名島神社とは？
　名島神社の「名島」の由来は、神功皇后がこの地から三韓へ出
征の際に、宗像三女神（市杵島姫命、湍津姫命、田心姫命）に必
勝を祈願し、従軍将士の氏名を名乗らせ乗船したという『古事記』

『日本書紀』の記述にあります。
　以後この地は「黒津」が「名嶋」と呼ばれるようになり、その
後「名島」になったと伝えられています。また、神功皇后が新
羅より凱旋され名島に上陸し、宗像三女
神を勧請して、祠を建て崇め奉ったのが
名島神社の起源とされています。現神社
は 4 代藩主黒田綱政により建立され、11
代藩主黒田斉清によって再建されました。
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20 福岡市では 70歳以上の方に、
高齢者乗車券（交通用福祉 ICカード等）をお渡ししています。

福岡市交通用福祉 IC カード

　70 歳になる誕生日の前日から交付手続きができます。
　更新・交付手続きを毎年 1 回、9 月から行います。
　IC カードの場合、お持ちのカードに入金 ( チャージ ) しますので、
カードは大切に保管しておいてください。紛失された場合はカードの
再発行金額となる 500円を減額させていただきます。
　なお、タクシー利用助成券を選ぶこともできます。
　詳細は、福岡市政だより令和元年 8 月 15 日号をご覧ください。

令和元年度高齢者乗車券（令和元年9月～令和2年9月）の交付対象者（下記の❶❷いずれも満たす方）

❶市内に住民登録をされている満70歳以上の方
❷平成31年度介護保険料の所得段階が１～7の方（7月中旬に区役所からお送りしている介護保険料納入
通知書でご確認いただけます）

手続きに必要なもの
❶ご本人の印鑑（朱肉を使うもの）
❷介護保険証や健康保険証、運転免許証など、ご本人を確認できるもの
❸交通用福祉 ICカード（すでに交付を受けられている方）
　※代理人が手続きされる場合は、上記3点の他に、代理人の本人確認書類
　　（健康保険証や運転免許証など）も必要になります。

❶市内に住民登録をされている満70歳以上の方
❷平成 30年度介護保険料の所得段階が 1～ 7の方
（介護保険料納入通知書でご確認いただけます）

交付金額（申請された月によって、金額が変わります）※令和元年9月2日より交付分

平成 30 年度高齢者乗車券（平成30年9月～令和元年9月交付分）の手続きがお済みでない方は、9月
末までに窓口においで下さい。　※お受け取りの際に必要なものは上記と同一のものです。

申請された月 ９～ 12 月 翌年１～ 3 月 ４～６月 ７～９月

平成 31 年度介護保険料所得段階 1 ～ 5 12,000 円 9,000 円 6,000 円 3,000 円

平成 31 年度介護保険料所得段階 6 ～ 7 8,000 円 6,000 円 4,000 円 2,000 円

申請された月 令和元年 7 〜 9 月

平成 30 年度介護保険料所得段階 1 ～ 5 3,000 円

平成 30 年度介護保険料所得段階 6 ～ 7 2,000 円

東区役所　福祉・介護保険課　高齢者福祉係
【問い合わせ先】

TEL：092-645-1071
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令
和
の
世
人
皆
和
む
青
葉
風

三
苫
校
区

　
第
一
福
寿
会�

落
石

　
ふ
じ
子

先
競
ひ
飛し

ぶ
き沫

浴
び
る
や
童こ

ら等
の
朱
夏

和
白
東
校
区

　
第
二
高
寿
会�

空
閑

　
昭
蔵

　

賑
は
ひ
の
令
和
商
戦
街
薄
暑

香
椎
下
原
校
区

　
み
ど
り
の
会�

中
野

　
弘
子

　

春
風
に
さ
そ
わ
れ
我
も
散
歩
す
る

香
椎
東
校
区

　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

豊
村

　
幸
子

　

青
山
椒
手
に
包
み
こ
み
皿
に
置
き

香
椎
東
校
区

　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

�

山
下

　
聖
夫

　

独
り
居
に
俳
誌
耽た

ん
ど
く読

秋
の
雨

香
椎
東
校
区

　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

�

柳
瀬

　
敏
子

　

天
高
く
小
鳥
飛
び
立
つ
散
歩
道

香
椎
浜
校
区

　
オ
ー
ク
ク
ラ
ブ�

近
藤

　
清

　
　

夏
の
青
子
雀
た
ち
が
騒
ぎ
だ
し

城
浜
校
区

　
ひ
ま
わ
り
会�

増
山

　
好

　
　

老
い
て
尚
古
里
恋
し
山
笑
ふ

城
浜
校
区

　
さ
つ
き
会�

山
下

　
政
子

　

石
臼
を
ゆ
る
り
と
廻
す
初
月
夜

千
早
校
区

　
香
椎
団
地
ひ
ま
わ
り�

酒
見

　
ト
ミ
子

錦
秋
や
切
先
に
舞
ふ
博
多
独
楽

千
早
校
区

　
香
椎
団
地
ひ
ま
わ
り�

木
本

　
美
也
子

寺
の
門
一
礼
た
た
む
秋
日
傘

名
島
校
区

　
第
四
健
寿
会�

平
木

　
弘
子

　

延
命
は
せ
ず
と
記
す
日
や
秋
の
雨

名
島
校
区

　
松
崎
第
三
松
寿
会�

白
水

　
智
子

　

名し

ろ

あ

と

島
城
址
の
天
に
輝
く
名
月
や

名
島
校
区

　
第
五
健
寿
会�

田
中

　
友
春

　

潮
を
吹
き
浅
蜊
つ
ぶ
や
く
厨
か
な

箱
崎
校
区

　
第
三
明
寿
会�

山
﨑

　
千
津
子

合ね

ぶ歓
咲
く
や
沖
で
は
子
等
の
水
遊
び

東
箱
崎
校
区

　
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ク
ラ
ブ�下

薗
　
節
子

　

待
ち
侘
び
る
鈴
蘭
の
花
葉
に
か
く
れ

馬
出
校
区

　
第
二
寿
栄
ク
ラ
ブ�

内
田

　
久
子

　

赤
と
ん
ぼ
止
ま
る
す
べ
な
き
水
面
か
な

馬
出
校
区

　
第
二
寿
栄
ク
ラ
ブ�

眞
田

　
幸
代

　

行
き
来
う
人
な
き
へ
ん
ろ
道
曼
珠
沙
華

馬
出
校
区

　
第
二
寿
栄
ク
ラ
ブ�

内
田

　
義
弘

　

足
腰
が
痛
い
痛
い
と
仲
間
増
え

香
椎
東
校
区

　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

豊
村

　
幸
子

　

子
育
て
の
智
恵
は
ス
マ
ホ
が
親
代
わ
り

香
椎
東
校
区

　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

坂
本

　
佳
子

　

百
ま
で
担
保
付
き
で
す
皆
若
い

香
椎
東
校
区

　
み
な
わ
会�

井
上

　
和
彦

　

ハ
ー
モ
ニ
カ
吹
い
て
ご
ま
か
す
音
痴
か
な

香
椎
浜
校
区

　
オ
ー
ク
ク
ラ
ブ�

近
藤

　
清

　
　

韓
ド
ラ
で
夫
か
ら
そ
っ
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
く
る

香
椎
東
校
区

　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ�

山
下

　
聖
夫

　

時
時
は
レ
シ
ピ
ど
う
り
に
や
る
料
理

城
浜
校
区

　
さ
つ
き
会�

山
下

　
政
子

　

世
話
女
房
味
に
う
る
さ
い
メ
タ
ボ
腹

名
島
校
区

　
第
一
健
寿
会�

大
坪

　
耕
一
郎

多
々
良
川
鴨
の
夫
婦
に
餅
を
焼
き

名
島
校
区

　
第
五
健
寿
会�

田
中

　
友
春

　

髪
と
爪
伸
び
る
が
脳
み
そ
縮
み
お
り

舞
松
原
校
区

　
第
三
栄
寿
会�

石
堂

　
寛
子
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見
守
り
の
旗
も
つ
人
に
従
へ
る

黄
の
ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
ひ
し
子
等ら

は

和
白
東
校
区

　
第
三
高
寿
会 

井
𡈽

　
弘
子

　

朝
日
和
緑
の
丘
に
集
ひ
来
し

老
ひ
を
忘
れ
て
ボ
ー
ル
打
ち
合
ふ

和
白
東
校
区

　
親
和
会�

福
田

　
房
子

　

雷
鳴
の
激
し
く
な
り
て
池
の
面
に

雨
足
踊
り
波
紋
重
な
る

香
椎
東
校
区

　
香
友
会�

宮
邉

　
政
城

　

新
緑
は
百
万
光
に
輝
き
て

純
銀
の
バ
ラ
光
及
ば
ず

香
椎
東
校
区

　
若
杉
会�

江
頭

　
一
枝

　

平
成
の
終
り
を
告
げ
る
こ
の
刻
に

我
が
人
生
は
八
十
路
を
迎
う

香
椎
東
校
区

　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

西
坂

　
英
己

　

北
側
の
窓
辺
に
吊
し
し
風
鈴
は

﹁
危
険
な
暑
さ
﹂
知
り
て
か
鳴
ら
ず

香
椎
東
校
区

　
若
杉
会�

大
宅

　
弘
子

　

冷
麦
を
今
日
も
啜す

す

り
て
こ
の
夏
を

熱
中
症
に
罹
ら
ず
越
え
な
む

香
椎
東
校
区

　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

�

山
下

　
聖
夫

　

わ
が
庭
に
ト
ン
ボ
の
飛
べ
ば
亡
き
母
の

﹁
盆
が
来
る
よ
﹂
の
声
思
い
出
す

香
椎
東
校
区

　
み
な
わ
会�

小
島

　
ム
ツ

　

そ
ろ
そ
ろ
り
素
手
で
取
っ
た
と
蝉
を
見
せ

こ
も
れ
陽
あ
び
て
笑
顔
は
じ
け
る

香
椎
浜
校
区

　
オ
ー
ク
ク
ラ
ブ�

近
藤

　
清

　
　

退
院
の
侘
び
し
き
庭
に
白
椿

一
輪
咲
い
て
我
を
迎
え
り

香
椎
下
原
校
区

　
オ
ー
ク
タ
ウ
ン
三
日
月
ク
ラ
ブ

�

市
来

　
ア
キ

　

み
ど
り
萠
え
山
の
生
命
に
感
謝
し
て

手
を
す
り
あ
わ
せ
け
さ
も
祈
る

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会 

竹
下

　
伊
都
子

令
和
に
と
新
風
吹
き
て
願
い
し
は

災
害
な
く
て
佳
き
年と

し々

平
和
に

城
浜
校
区

　
さ
つ
き
会�

小
嶋

　
華
代

　

初
夏
の
風
に
子
か
ら
届
い
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

今
日
も
や
さ
し
く
咲
い
て
い
る

城
浜
校
区

　
さ
つ
き
会�

志
和

　
ケ
イ
子

こ
の
夏
も
近
く
の
穴
を
覗
い
た
が

せ
み
は
い
づ
こ
か
歌
も
聞
こ
え
ず

城
浜
校
区

　
ひ
ま
わ
り
会�

増
山

　
好

　
　

三
隈
川
岸
に
憩
へ
る
屋
形
船

日
暮
る
る
ま
で
の
束
の
間
の
静

舞
松
原
校
区

　
高
寿
会�

伊
東

　
文
枝

　

天
災
を
乗
り
越
え
﹁
令
和
﹂
を
迎
え
た
り

和
を
請
い
な
が
ら
齢

よ
わ
い

重
ね
ん

舞
松
原
校
区

　
第
三
栄
寿
会

有
地

　
紀
美
子

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
一
番
好
き
と
言
う
曾
孫

我
が
手
の
お
は
ぎ
を
つ
つ
き
ほ
ほ
え
む

舞
松
原
校
区

　
第
三
栄
寿
会

石
堂

　
寛
子

　

�

名
島
門
此
の
地
を
去
り
て
四
百
年

威
風
い
や
ま
し
城
恋
し
け
れ

名
島
校
区

　
第
五
健
寿
会�

田
中

　
友
春

　

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　
本
誌
84
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
︒
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
︒

東
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
だ
よ
り
第
84
号

　 

︵
平
成
31
年
1
月
1
日
︶

◆
10
ペ
ー
ジ
：
俳
句
投
稿
者
の
お
名
前

　︵
誤
︶
落
合

　
ふ
じ
子

　（
正
）
落
石
　
ふ
じ
子

　
こ
の
た
び
は
、
東
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

へ
広
告
の
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
本
紙
は
、会
員
が
豊
か
で
幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
願
っ
て
発
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
、ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

東
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
暖
冬
だ
っ
た
今
年
の
冬
が
終
わ
り
︑
柔
ら
か
な
美

し
い
春
も
あ
っ
と
い
う
間
に
通
り
過
ぎ
た
か
と
思
う

と
︑
真
夏
日
を
思
わ
せ
る
北
国
か
ら
の
猛
暑
の
知
ら

せ
や
︑
南
国
九
州
よ
り
も
多
い
中
国
地
方
の
豪
雨
の

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
ま
す
︒
毎
年
の
よ
う
に
日
本
の
自

然
災
害
は
︑
過
酷
な
試
練
を
私
た
ち
に
突
き
付
け
て

き
ま
す
︒
外
国
で
も
予
想
外
の
天
候
異
変
に
途
方
に

暮
れ
て
い
る
様
子
を
聞
き
ま
す
︒
全
く
地
球
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？

　
そ
ん
な
険
し
い
状
況
の
中
︑
日
本
で
は
平
成
か
ら

令
和
に
変
わ
り
︑
今
回
の
投
稿
作
に
も
新
し
く
始

ま
っ
た
令
和
に
期
待
す
る
作
品
が
続
々
と
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
︒
し
か
し
︑
お
ひ
と
り
様
三
句
ま
で
と
お
願

い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
︑
今
回
は
一
句
の
み
の
投
稿
者

の
方
が
か
な
り
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
︒
少
し
寂
し

か
っ
た
か
な
︙
︒
や
っ
ぱ
り
三
句
ぐ
ら
い
の
中
か
ら

選
考
す
る
試
練
を
私
た
ち
に
与
え
て
く
だ
さ
い
︒
な

お
︑お
願
い
を
忘
れ
た
の
か
五
句
投
稿
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
︒
約
束
は
守
っ
て
く
だ
さ
い
ね
︒

　
次
回
も
た
く
さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
︒

広
報
部

　
原
田

　
節
子



令和元年 7月 15日発行 （12）第85号

　

12
月
20
日
︵
木
︶、
東
市
民
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
第
11
回
東
区

高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
回
は
平
成
最
後
の
記
念
す
べ

き
カ
ラ
オ
ケ
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
開
会
式
で
は
、
会
長
や
来
賓

の
方
よ
り
「
カ
ラ
オ
ケ
は
一
石
三

鳥
に
も
四
鳥
に
も
な
り
ま
す
︵
健

康
、
気
分
爽
快
、
交
流
な
ど
︶。

カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
通
し
て
地
域
を

も
っ
と
活
性
化
さ
せ

て
く
だ
さ
い
」と
い
っ

た
激
励
の
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
は
い

よ
い
よ
歌
の
ス
タ
ー

ト
。
出
演
し
た
36
名

は
情
熱
的
な
歌
声
や

朗
々
と
響
く
声
、
優

し
く
心
に
迫
る
歌
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
自
慢
の

喉
を
存
分
に
披
露
し
、

会
場
か
ら
は
惜
し
み
な
い
声
援
や

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

皆
さ
ん
お
気
に
入
り
の
衣
裳
を
身

に
ま
と
い
、
見
た
目
も
バ
ッ
チ
リ

と
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
大
会
は
平
成
最
後
の
カ
ラ
オ

ケ
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
盛
り
上
が

り
を
見
せ
、
ま
る
で
紅
白
歌
合
戦

の
よ
う
で
し
た
。 

第
11
回 

東
区
高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
大
会

会場は観衆でいっぱい
に

奥田和枝さん（城浜） 早川淳さん（若宮）
86歳 87歳

最
高
齢
者
賞

平
成
最
後
も

 
声
高
ら
か
に

「東区ねんりんクラブだより」
第86号（1月発行）

原稿大募集！

短歌・俳句・川柳・五行歌

体験談（失敗談・感動体験など）

◆広く会員の皆様が読まれるため、短歌･俳句（1人3作品ま
で）には分かりやすい季語（冬・春）を入れてください。

◆原稿には必ず氏名・校区名・所属クラブ名・住所・電話番
号を明記の上、事務局までお送り下さい。

（紙面の都合上、一部割愛させていただくことがありますこと、
ご了承下さい）

作品の応募は令和元年 9月中旬から 10月下旬予定です。

《原稿の宛先はコチラ》

東区ねんりんクラブ連合会事務局
〒812-8653 東区箱崎2丁目54-1

TEL：092-645-1074


